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４．２ 用いる計算モデルの概要および基本方程式、用いるパラメータの説明 

 
地下水解析や移流分散解析で用いられる主な解析法としては、差分法と有限要素法がある。 
差分法は計算領域を直方体形の格子または面で区切り、隣り合う格子や面に出入りする物質量

やエネルギー量の収支を計算する解析法である。一方有限要素法は、計算領域内に任意の点（節

点）を設定し、節点で囲まれた範囲（要素という）内の物質量およびその分布を計算する解析法

である（図-4.2.1）。30),31) 
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図-4.2.1 差分法および有限要素法の概念図 

 
各解析法のメリット・デメリットとしては、次の点が挙げられる（表-4.2.1）。 
 

表-4.2.1 差分法および有限要素法のメリットとデメリット 

 メリット デメリット 
差分法 構造が比較的単純であり、プログラ

ム化が容易である。 
空間表現に柔軟性がないため、複雑

な地形等の解析には向かない。 
有限要素法 節点と要素によって構造を決定す

るため空間表現に柔軟性があり、複

雑な地形の解析にも適用できる 

計算量が多いため計算時間が長く

なる上、データ容量も大きくなるた

めコンピュータへの負荷が大きい。

 
GETFLOWS では、表に示した各解析法の欠点を補うため、コーナーポイント型格子を取り入れ

た有限差分法を用いている。この方法は、8 つのポイントにより構成される格子について差分法

による解析を行うものである。ポイントにより格子を構成するため、地質等に応じて柔軟に格子

を設定することができ、差分法の欠点である空間表現の柔軟性を改善している。 
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GETFLOWS では、基本方程式として、下記に示す質量保存則および熱エネルギー保存則を表す式

を用いている 27),32),33)。 
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熱の生産・消滅項
熱伝導項 固相（岩石等）と液相間

の熱交換項
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